
第２ 実践事例 

事例１ 「原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解すること」をねらった事例 

○学年    第１学年 

○主な領域  〔知識及び技能〕⑵ 情報の扱い方に関する事項 

○事例のポイント 

 ①ワークシートを用いて、生徒自身がどの情報を根拠として自分の意見をもったかなど、情

報と情報の関係について確認できるようにする。 

 ②ＩＣＴ端末を用いて、情報を整理して考えたり、情報を収集したりできるようにする。 

１ 単元名・教材名 意見と根拠の関係を理解して、自分の考えをもとう 

「複数の情報を関連づけて考えをまとめる」「防災に関するデータ」「『みんなでいるから大丈夫』の怖さ」 

 

２ 生徒の実態と本単元の意図  

本学級の生徒は、説明的文章の学習を通して、原因と結果、意見と根拠など、情報と情報と

の関係について学習してきた。しかし、意見に対する根拠を正しく読み取ることができないな

ど、情報と情報との関係について理解が不十分な生徒が多く見られた。 

本単元は、「情報の扱い方」について初めて中学校で重点的に学ぶ機会である。ここでは、

グラフと文章の２種類の資料をもとに、「地域の人々に防災意識を高めてもらうために」どの

ような取組ができるかを考えるものである。１つ目の資料Ａ「防災に関するデータ」は、「大

地震に備えている対策」の世論調査結果を棒グラフに示したものである。２つ目の資料Ｂ

「『みんながいるから大丈夫』の怖さ（山村武彦 著）」は、学生寮において火災発生時には、

学生たちがどのような行動をとるかについての実験結果から、集団でいる時に緊急行動が遅れ

る「集団性同調バイアス」の危険性を述べたものである。 

指導に当たっては、まず、日常の中から地震や火災、気象災害等による経験や体験を想起さ

せることで、防災意識を高める取組が必要であることを確認させるとともに、この単元の後に

予定している地域の方に向けた防災リーフレット作成例を示し、学習の見通しをもたせる。次

に、資料Ａ、Ｂそれぞれの内容の読み取りでは、複数の項目を関係付けながら、防災意識を高

めるために取り組むべき課題を考えさせる。そして、各資料の内容をどのように関連付けて自

分の考えをまとめたかが明確になるようなワークシートを活用することにより可視化する。こ

のことにより、意見と根拠の関係を理解できるようになると考える。さらに、教科書に掲載の

教材だけでなく、学校図書館やＩＣＴ端末の活用により、関連する資料からより必要な情報を

収集させ、充実した学習となるようにしたい。 

 

３ 単元の目標 

 ⑴ 原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解することができる。 

                             〈知識及び技能〉⑵ア 

 ⑵  目的に応じて必要な情報に着目して要約し、内容を解釈することができる。 

〈思考力、判断力、表現力等〉Ｃ⑴ウ 

⑶ 言葉がもつ価値に気付くとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、思

いや考えを伝え合おうとする。               〈学びに向かう力、人間性等〉 

 

４ 本単元における言語活動 

  多様な情報を関連付けて、自分の意見をまとめる。(関連:言語活動例ウ) 

 

５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①原因と結果、意見と根

拠など情報と情報との

関係について理解して

いる。     （⑵ア） 

①「読むこと」において、目

的に応じて必要な情報に着

目して要約し、内容を解釈

している。    （Ｃ⑴ウ） 

①学習の見通しをもって資料から

情報を読み取り、粘り強く意見

と根拠の関係について理解しよ

うとしている。 

 



６ 指導と評価の計画（全５時間扱い） 

時 主な学習活動 学習内容 指導上の留意点・評価 

１ ○学習のねらいや進め

方をつかみ、学習の

見通しをもつ。 

 

○資料Ａ「防災に関す

るデータ」を読み、

グラフから読み取れ

ることを確認する。 

 

 

 

 

○資料Ａのグラフの項

目から２つ選び、そ

れらを関係付けて、

取り組むべき課題を

考える。 

 

 

○学習のテーマ 

地域の人々に防災意識を高めて

もらうためにどうすればよいか 

 

○資料（グラフ）の内容 

○２つの情報の関係 

○日常の話題から、災害や防

災について想起させ、学習

への意欲付けを図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○付箋メモソフトを活用して

２つの項目を関係付けて、

取り組むべき課題を考えさ

せる。 

２ ○資料Ｂ「『みんなで

いるから大丈夫』の

怖さ」を読み、筆者

の意見を捉える。 

 

○資料Ｂの情報をもと

に、取り組むべき課

題を考える。 

○意見と根拠の関係 ○筆者の意見の根拠を明確に

する。 

 

 

 

 

 

○第１時の課題と異なっても

よいことを伝える。 

３ ○各資料から選んだ情

報とそこから考えた

取り組むべき課題を

関係付けて、自分の

考えをまとめる。 

 

 

 

○情報と情報との関係 

○意見と根拠の関係 

 

 

○資料のどの部分を根拠にし

たかを明確にして、自分の

意見をまとめる。 

４ ○「防災」に関する情

報を、学校図書館や

ＩＣＴ端末を活用し

て収集・整理する。 

○これまでの学習を踏

まえて、取り組むべ

き課題についての自

分の考えをまとめ

る。 

 

〇必要な情報の収集・整理の仕方 ○学校図書館の「防災」に関

連する資料をまとめてお

き、授業時にすぐ手に取れ

るようにする。 

○自分の考えをまとめるため

に、必要な資料を探させる

ようにする。 
 

［知識・技能①］ 
ワークシート、観察 等 
・ここでは、自分の意見と根

拠となる部分の関係を理解
しているかを確認する。 

事例のポイント① 

ワークシートを活用して自

分の意見と根拠をまとめる

過程を可視化する。 

資料Ｂ「『みんながいるから大丈夫』

の怖さ」 

緊急時、人間は一人でいる時は自分の

判断ですぐ行動を起こすが、複数の人

間がいると、「集団同調性バイアス」

が働き、緊急行動が遅れることがあ

る。みんながいるから大丈夫なのでは

なく、みんながいるから危険に流され

る場合がある。 

編 P35 指導計画作

成の留意事項⑻ 

 

［思考・判断・表現①］ 
ワークシート、観察 等 
・ここでは、筆者が文章全体

を通して述べている意見を
読み取れているかを確認す
る。 

編 P35 指導計画作成

の留意事項⑺⑻ 

 

資料Ａ「防災に関するデータ『大地震

に備えている対策』の調査結果」 

「食料や飲料水、日用品などを準備し

ている」が 45．7％で最も多い。「防

災訓練に積極的に参加している」が

16．0％と低く、「特に何もしていな

い」が 10．4％である。 

事例のポイント② 

ＩＣＴ端末を用いて情報収

集をする。 

 

事例のポイント①・② 

ＩＣＴ端末を活用して、読み取った情

報を整理する。 



５ ○グループで話し合っ

て、取り組むべき課

題を考える。 

○意見と根拠の関係 ○生徒の発言から、どのよう

な情報を根拠として意見を

述べているか確かめる。 

○同じ情報から、異なる意見

が導かれてもよいことに気

付かせる。 

 

７ 本時の学習指導（本時３／５時） 

⑴ 目標 

○ 原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解することができる。 

   〈知識及び技能〉⑵ア 

⑵ 評価規準 

○ 原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解している。【知識・技能】 

 

 ⑶ 展開               

学習活動 学習内容 指導上の留意点・評価 時間 

１ 前時の学習内容を

振り返り、本時の課

題を確認する。 

 

 

 

２ 資料Ａ，Ｂをもと

に、自分が考えた意

見を確認する。 

 

 

 

 

 

 

３ 資料Ａ、Ｂから考

えた意見を関係付け

て、地域の人々に防

災意識を高めてもら

うためにどうすれば

よいかについての自

分の意見をワークシ

ートに記入する。 

 

４ 意見と根拠をつな

ぐ考えを記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○情報と情報との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

○意見と根拠の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第１時、第２時の学習を振り返

り、それぞれの時間に考えた自分

の意見の根拠となっている部分に

着目させる。 

・資料Ａ…グラフの項目を関連づ

けて考えた内容 

・資料Ｂ…筆者の意見 

 

 

○資料Ａ、Ｂから自分が選んだ情報

を関係付けて、自分の考えをもた

せるようにする。 

○自分の考えをまとめる過程を、ワ

ークシートで可視化する。 

 

 

 

 

○自分の意見を支える根拠が何か、

明確にする。 

○第１時の初めの意見と比較して、

２つの資料をもとに情報を関係付

けて考えた意見となっていること

を確認する。 

 

２ 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

［主体的に取り組む態度①］ 
観察 
・ここでは、粘り強く根拠と
意見の関係を理解しようと
しているかを確認する。 

これまでに得た情報が、自分の意見にどの

ように関係しているか確かめよう。 

具体的な例 

・資料Ａから、防災訓練への参加を呼び掛け

る。 

・資料Ｂから、周りに大勢の人がいても安心し

ないで、すぐ行動する意識をもつ。 

事例のポイント① 

ワークシートを活用して自

分の意見と根拠をまとめる

過程を可視化する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時のまとめをす

る。 

 

 

 

 

６ 学習の振り返りを

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○これまでに得た情報をもとに自分

の考えをまとめる活動を通して、

意見と根拠など情報と情報との関

係について理解できたかを自分の

言葉で振り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

＜生徒のワークシート例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の意見は、得た情報を結びつけた内容の根

拠がはっきりすると、意見も明確になることが

わかった。 

〈期待される生徒の振り返り〉 

・意見と根拠を区別して、自分の意見を考える

ことができた。 

・意見を述べる時には、根拠をはっきりさせる

ことが大切だとわかった。 

・情報を関係付けることで、初めの意見と比べ

て、より具体的な意見を考えることができ

た。 

評価規準 

【知識・技能①】 

ワークシート、観察 等 
・自分の意見と、根拠となる内容

の関係を理解しているかを確認
する。 

・自分の意見をまとめた文章の記
述やワークシートへの記入の様
子から確認・分析をする。 

〈「努力を要する」状況(C)への手立て〉 

・資料Ａ、Ｂから読み取ったこと

を再度確認し、ワークシートに

記入して整理させる。 

〈期待される生徒の反応〉 

【資料Ａから】 

「食料や飲料水、日用品などを準備している」…45．7％ 

「停電時に作動する足元灯や懐中電灯などを準備している」…43．2％ 

「防災訓練に積極的に参加している」…16．0％ 

【資料Ｂから】 

「複数の人間がいると『みんなでいるから』という安心感で、緊急行動が遅れる傾向

にある。これを『集団同調性バイアス』と呼ぶ。」 

【意見と根拠をつなぐ考え】 

災害に備えて準備をしている人は多いが、訓練に参加している人は少ないため、実際

に災害が起きた時、どう行動すればいいかわからない人が多いのではないか。 

【自分の意見】 

実際に災害が起きた時、どう行動すればいいかまとめた避難マニュアルを作り、何を

すればよいか一目でわかるようにするとよい。 


